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国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

や
猶
予
に
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（　

歳
未
満
の
人
対
象
）、「
学
生

３０
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
対
象
）
が

あ
り
ま
す
。　
　

　

免
除
・
猶
予
期
間
は
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

全
額
免
除
期
間
や
一
部
免
除
期

間
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
計

算
す
る
際
、
全
額
納
付
し
た
期
間

と
比
較
し
て
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
が
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

１０

後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
免
除
な

ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
し
た
期
間
に
応
じ

て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）

　

な
お
、
免
除
な
ど
に
は
退
職

（
失
業
）
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
申
請
は
原
則
と
し

て
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
免
除
該
当
期
間
は
、
７
月
１

日
か
ら
翌
年
６
月　

日
ま
で
で
す
。

３０

問
合
せ　

米
子
社
会
保
険
事
務
所

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
６
１
１

３４

１
）
ま
た
は
役
場
住
民
課
（
電
話

　

‐
０
３
３
３
）

７２平
成　

年
分
の

２０

路
線
価
等
公
開
日
に
つ
い
て

 　

国
税
庁
で
は
、
平
成　

年
分
の

２０

路
線
価
等
を
、
７
月
１
日
（
火
）

に
全
国
一
斉
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

公
開
内
容
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
【www.nta.go.jp

】
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

※
国
税
庁
・
税
務
署
で
は
今
年
度

か
ら
路
線
価
図
等
（
冊
子
）
を
備

え
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

米
子
税
務
署　

総
務
課

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
４
１
２

３２

１
）

▼
議
案
①
日
野
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
選
任
に
つ
い
て
＝
田
淵
久

之
前
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、
山

本
武
史
氏
を
教
育
長
に
選
任
し
ま

し
た
。

▼
議
案
②
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長

事
務
取
扱
の
発
令
に
つ
い
て
＝
同

館
長
事
務
取
扱
を
山
本
武
史
教
育

長
に
兼
務
発
令
し
ま
し
た
。

▼
議
案
③
日
野
町
社
会
教
育
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

▼
議
案
④
日
野
町
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
＝
現

委
員
の
任
期
が
６
月
で
満
了
と
な

り
、
７
月
か
ら
引
き
続
き
２
年
間

委
嘱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
議
案
⑤
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
＝
新
し
く
３
人
の
委
員
を
変
更

し
て
、
７
月
か
ら
２
年
間
委
嘱
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
長
の
選
任
な
ど
に
つ
い
て
審
議

対
象
団
体　

鳥
取
県
土
木
施
設

愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

促
進
規
程
に
基
づ
き
登
録
さ
れ

た
団
体
で
、
構
成
員
が　

人
以
上

１０

の
団
体

役
割　

草
刈
り
（
年
１
回
以
上
）、

植
栽
管
理
、
清
掃
活
動
な
ど

対
象
施
設　

県
が
管
理
す
る
施

設
で
、
河
川
等
は
草
刈
り
な
ど
の

必
要
面
積
が
０
・
２
㌶
以
上
、
道

路
は
延
長
０
・
５
㌔
以
上
ま
た
は

植
樹
枡
の
面
積
が　

平
方

㍍

以

５０

上
の
施
設

活
動
期
間　

協
定
締
結
の
日
か

ら
毎
年
度
末
ま
で

交
付
金
額　

▼
河
川
等
＝
面
積

１
平
方
㍍
当
た
り　

円
（
上
限　

４０

４０

万
円
）
▼
道
路
＝
面
積
１
平
方
㍍

当
た
り　

円
（
上
限　

万
円
）
▼

４０

２０

植
栽
管
理
＝
面
積
１
平
方

㍍

当

た
り
５
０
０
円
（
上
限　

万
円
）

２０

※
複
合
の
場
合
は　

万
円
を
上

４０

限
、
道
路
に
係
る
部
分
の
上
限
は

　

万
円
。
い
ず
れ
も
１
万
円
未

２０満
切
り
捨
て

募
集
締
切　

７
月　

日
（
木
）

１０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

説
明
会
を
７
月
２
日
（
水
）
午
前

　

時
か
ら
日
野
総
合
事
務
所
大

１０会
議
室
で
開
き
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

日
野
総
合
事

務
所
県
土
整
備
局　

維
持
管
理

課
（
電
話　

‐
２
０
４
７
）

７２

「
地
域
が
育
む
河
川
環
境
保
全
事
業
」
が

今
年
度
か
ら
「
協
働
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
」
へ

新
し
い
教
育
長
に
山
本
武
史
さ
ん
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
７月２０日（日）９：３０～１２：００

場所：図書館車庫
■組み木のパズルなど（要材料費）

●図書館おはなし会
７月２６日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■夏を楽しむ絵本、おはなし、わらべ
　うたなど（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
７月２６日（土）１０：３０～１２：００
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「命のみなもと～水～シリーズ」

７月２日 ( 水 ) ～３０日 ( 水 )

●町歴史研修会公開講座
７月１６日（水）１０：００～

場所：山村開発センター
■テーマ：「出雲街道根雨宿総集編②」
　～根雨宿のにぎわいについて～
　講師：川上護さん

　５月、ホール森の音楽隊の舞
台脇に、手づくりの花道が完成
しました。
　これは、すでにある舞台両脇
の扉と舞台をつなぐため、大工
の宇田春男さん（黒坂）が２年
ほど前から準備し、ボランティ
アで製作いただいたものです。
　材料は町内産のヒノキを使い、
町民有志のボランティアの皆さ
んにも作業を手伝っていただき
完成しました。
　これにより、ホールの舞台が
広く使えるようになりました。
本当にありがとうございました。

　

　１３：００開演（１２：３０開場）※入場無料
  

  ■会場　ホール森の音楽隊
　日野川沿いで活動している合唱団による、美しい　

　 　　  ハーモニーをお楽しみください。

／２１（祝）

７

　

　１３：３０～（展示・物販は１１：３０～）
 

■会場　ホール森の音楽隊
    ■内容　①講演「南信州での体験型観光の取り組み」
　　 　　　　   　　　講師：高橋充さん（長野県飯田市南信州観光公社 )
　　　　　　　　　　　 ②パネルディスカッション
　　　　　　　　　　　 ③展示・物販
■問合せ　日野総合事務所県民局県民課 (電話７２‐２０８６)

／２９（日）

６

■
お
し
ら
せ　

町
歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺
の
植

栽
な
ど
の
環
境
整
備
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

入場無料

募 
集 
中

宇田さんの職人の技が生かされています


